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たが,充分な結果に達しなかった (高河原 :修士論文1974)｡ 最近またこの間
題を取上げているので,わかったこと,わからないことを二三コメントした｡
不可逆過程の古典的及び量子的変分原理





















ボルツマン方程式は分布関数 f(p,∫,I)に対して cpは運動量, rは座標, tは時
間を表す｡ pの代りに波数 k-p/hも用いる)
意 +三 ･芸 + eE･芸 - (Sf)C-%oL ¢ (1,
のように書き表されるOここでは固体内伝導電子について書いたわけで, m,e,E は
電子の質量,電荷及びエネルギー 8-p2/2m-fi2k2/2m, f｡-fo(e)は fの熱平衝
分布 (フェルミ分布 )を表す｡ ¢は分布関数 fの f｡からの距 りを表し,
f-f｡(e)一語¢ (2)







































が成 り立つ (自己共役性と正値定符号性 )｡したがってジアジクスLij各成分に対して
LT1,㌔ L,rT












とき, (lR')からp≧p｡+瑞 が結論される(pは Lの体系の比抵抗,pa,pbはL｡の
み,Lbのみの体系の比抵抗を表す )o等号の成 り立っことをMatthiessen則2)という
が,それは *の成 り立っ限り,破れるはずである｡磁場Hが存在する場合にはLは





















との差 (uk,nkはエネルギー密度,粒子のフーリエ成分, Pk,Ekもフー リエ成分 )







































































れを取り扱 う一つの方法を提案した｡それは,確率変数 Xを複素平面上に拡張 して,
E-Ⅹ2と変数変換した新 しい f一平面の全軸上でのmostprobablepathiL(t)を追いか
けてやると, t--で p(t)- 〟e｡にな り,分布 も定常分布に近づくことが示せるo但
し,これが本当に物理的な過程に対応に対応しているのか,単なる数学的な解に過ぎな
いのかは,今後の研究にまたねばならない｡もう少し詳しくは,文献9)を参照して下さ
い｡
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